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　1月 29日（土）、米海軍大学の中国海洋研究所

（CMSI: China Maritime Studies Institute）所属

のアンドリュー・エリクソン准教授（Andrew S. 

Erickson）を、中尾誠三副会長を始め 5名の役員

と自ら写真係を務めて下さった上林将人会員が、

浅草仲見世と浅草寺を案内しました。

　エリクソン教授は、昨年夏の会報誌 38号以来

「米国から見た中国の Sea Power」の論文等紹介

或いは JANAFAウェッブ・サイトの「中国の海

洋進出」の記事掲載でご記憶の方もあろうかと思

います。新進気鋭の学者であり極めて活発に活動

されている方です。

　エリクソン准教授は、防衛研究所主催の「平成

22年度アジア太平洋安全保障ワークショップ」

（非公開会議）に前日 28日まで参加され、当日夕

刻 19：25成田発で帰国されるところ、暫しの間

の浅草見学となった次第です。その経緯は、昨年

末にエリクソン教授の来日を廣田恵理事が知り、

この機会に御礼方々何か企画できないかと発案、

浅草寺見学等の担当をされていた初谷龍夫理事及

び遠山和雄理事が一肌脱いでくれることになりま

した。また、岡副会長の賛同を得ると共に中尾副

会長が参加されることで計画外ではありましたが

JANAFAの事業として扱われることになったの

です。各理事のフットワークの良さと、柔軟な対

応はとても気持の良いものでした。

　当日は、朝 10時半に雷門前集合とし、廣田理

事が、エリクソン教授の宿泊先（渋谷エクセルホ

テル東急）まで迎えにいきました。概ね時間通り

に雷門の前に集まることができ顔合わせをしまし

た。なんと彼はとても若い好青年でした。伺った

ところ弱冠 31歳だとのことです。准教授の肩書

きですが、2006年に創設された CMSIの発起人

の一人であり、現在 20人の教授陣の中で 3人の

コア・メンバーの一人であるということですから

驚きです。米海大中国海洋研究所の精力的な活動

の源には、こうした若い研究者がいたのです。彼

の経歴を調べてみましたら、米国屈指の名門校ア

マースト大学（1997~2001年（1999~2000同志

社大学））を優等生で卒業、その後プリンストン

大学の博士課程（2001~2006（2002~2003北京師

範大學））、在北京米国大使館勤務等を経て 2005

4　親善行事（米海大エリクソン准教授案内）



64─　　─

ということで駅前の旅行案内所で教えてもらった

雷門の近くの浅草プラザホテルに荷物を一日

2000円で預けました。実は、この旅行案内所に

は英語で浅草仲見世界隈を無償で案内してくれる

ボランティアの方がいて、11時から案内しても

らうことにしていました。我々 7名とオーストラ

リアから来た老夫婦を加えた 9名に対して英語の

堪能な 50代位の男性の方が付いてくれました。

アンドリューは、日本の文化にもかなり詳しくガ

イドさんは案内のしがいがあったと思う反面、ガ

イドさんにお願いして我々も助かりました。いつ

の間にかエリクソン教授がアンドリューになって

しまいましたが、控えめで礼儀正しく、そして若

者らしい屈託のなさに接しているうちに自然とそ

うなってしまいました。聞き出したところによる

と未婚ですが、彼女はいるそうです。

　いつも JANAFAが大変お世話になっている浅

草寺延命院の清水英順会員には、ご都合が悪くお

会いできませんでしたが、一時間半程で浅草寺を

含めた一通りの見学を終えました。その後、天ぷ

らや「江戸っ子」の座敷で昼食となりましたが、

ここで日本酒などを頂きながらゆっくり寛ぎまし

た。アンドリューは左党でもあるようで頼もしい

限りです。ここで JANAFAからはささやかな贈

年から米海軍大学の研究員、2006年から同校准

教授を務められています。

　さて、彼は帰国の途にあったわけで、コートな

しのネクタイ・スーツ姿で大きな荷物を抱えてお

りました。一月下旬で最も寒い時期ですから寒く

ないかと尋ねるとアメリカのボストンと比べれば

暖かい位だと言います。本当に若いのですね。荷

物は地下鉄浅草駅のコインロッカーにも入らない
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り物をしましたが、彼は我々 6人分のお土産（恐

らく清水さんの分も）もちゃんと用意していまし

た。勿論、廣田理事との事前の遣り取りもあった

でしょうが、気配りも一流だと思いました。

　午後 3時前に浅草駅にお見送りし、廣田理事が

上野発成田行きの京成スカイライナーまで案内し

任務終了となりました。

　この度の浅草仲見世・浅草寺見学は、アンド

リューにとって良い思い出となったと思います

が、我々 JANAFAにとっても良い経験になりま

した。数日後、我々全員宛に次のメールが届きま

した。

　Warm greetings from Newport, Rhode Island 
and Boston/Cambridge, Massachusetts （Harvard 
University, the location of my academic fellowship 
this year）, where we are now having an intense 
two-day snowstorm to add to the half-meter of 
snow already on the ground! It's a little like 
Tohoku or even Hokkaido, although unfortunately 
without any onsen!
　Thank you so much for your kind hospitality 
and wonderful lunch and extensive tour of the 
ancient and respected Sensō-ji Temple. I was very 
interested to learn about your great work at 
JANAFA, and look forward to cooperating with 
you in the future.

（河村雅美 理事  記）　



日米ネービー友好協会の盾
JANAFA  PLAQUE

（第 40号）
平成 23年 7月 1日

The U. S. - Japan Navy Friendship Association Bulletin
（No. 40）
1 Jul. 2011

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ａ
会
報
（
四
十
号
）



　日米ネービー友好協会は、海上自衛隊と米海軍との友好親善及び相互
理解の増進に寄与することを目的としております。なお、活動の重点項
目は次のとおりです。

（1）海上自衛隊と米海軍との友好親善及び相互理解の増進のための活
動及び支援

（2）海上自衛隊と米海軍との緊密な連携及び信頼関係の向上のための
活動及び支援

（3）会の活動状況の広報及び会勢の維持・拡充

（4）会員相互の親睦及び行事への積極的参加の促進

　The purpose of JANAFA shall be to contribute to the promotion of friendship 

and mutual understanding between the Japan Maritime Self-Defence Force 

（JMSDF）and the U.S.Navy（USN）.
　Key items of its activities shall be：

（1）To promote friendship and mutual understanding between the JMSDF 

and the USN,

（2）To promote close ties and a relationship of mutual trust between the 

JMSDF and the USN and to support them,

（3）To advertise JANAFA activities to the public and members and to 

expand its membership,

（4）To emphasize the friendship among its members and to promote their 

participation in JANAFA events.

JANAFAの目的及び活動

Purpose and Activity of JANAFA

　記事の投稿、表紙を飾る写真等の提供を募集しています。会報誌のお問い合わせは、

次の会報班理事にご連絡下さい。
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 関口　誠一（せきぐち　せいいち）　勤務先：ヤマハ発動機株式会社
 Tel： 03─5222─7381
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